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別紙（第５条関係） 

会   議   録 

          平成２９年 ６月２１日作成 

会議の名称 平成２９年度 第１回 和泉市社会教育委員会議 

開催日時 平成２９年 ６月２１日 （ 水 ）１０：００ ～ １１：００ 

開催場所  和泉市役所３号館３階 委員会室 

出席者  社会教育委員名簿のとおり（８名出席） 

会議の議題 

 
１．社会教育委員の委嘱状交付および社会教育委員の紹介 

２．教育長挨拶 

３．教育委員会事務局組織及び事務局職員の紹介について 

４．報告 

（１）平成２９年度社会教育委員会議・研修等のスケジュールについて 

（２）平成２９年度生涯学習部関係の主な事業の概要について 

（３）公の施設の使用料の見直しについて 

５．その他 

会議の主旨 
 社会教育委員は、社会教育法第17条の規定に基づき、社会教育に関する諸計画を立案し、

教育委員会の諮問に応じて意見を述べるため、定時又は臨時に会議を開催する。 

会議録の 

作成方法 

 □全文記録 
 ■要点記録 

記録内容の 

確認方法 

 □会議の議長の確認を得ている 
 □出席した構成員全員の確認を得ている 
 □その他（次回会議出席者の確認を得ている）              

その他の 

必要事項 
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審  議  内  容  （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

（司会進行：事務局） 

 

委嘱状交付 

本日委嘱状交付を予定していた委員が欠席のため、交付はせず。 

 

事務局より会議開催についての説明 

本会議は公開することとなっているが、本日の会議は傍聴希望者がいないことを報告。 

携帯電話をお持ちの方は、地震発生の際、緊急地震速報を受信する可能性があるため、電源は切ら

ずに、マナーモードにすることを依頼。 

電力不足の影響における節電対策の一環として５月１日から１０月３１日まで職員はクールビズ

を実施している旨説明。 

会議資料の確認。 

 

１．社会教育委員の委嘱状交付および社会教育委員の紹介 

事務局から各委員の紹介。 

なお、５号委員の市民公募による委員は、前年度にもお伝えしたが、応募者に基準をこえる者が

いなかったため、５号委員は「該当者なし」となっている。 

 

２．教育長挨拶 

 

３．教育委員会事務局組織及び事務局職員の紹介について 

事務局から資料に基づき教育委員会事務局組織について説明。事務局職員の紹介。 

 

事務局より出席委員数の確認 

委員総数９名のうち、出席委員８名、欠席者１名となっており、和泉市社会教育委員会議規則第

５条の規定に基づき本会議は成立していること報告。 

 

４．報告 

（司会進行：岩田議長） 

平成２９年度社会教育委員会議・研修等のスケジュールについて 

事務局から資料に基づき説明。 

それぞれの日程については、詳細が決定次第ご案内をさせていただく。 

ご説明させていただいた計画以外にも本会議に必要なテーマが生じた場合には、随時、社会教育

委員会議等の開催をお願いすることになる。 

 

平成２９年度生涯学習部関係の主な事業の概要について 

事務局から資料に基づき説明。 

【生涯学習課事業説明】 

（質疑なし） 

 

【青少年センター事業説明】 

（委員）青少年自主活動支援事業について、もっと予算を付けてもっと拡充できないか。いつもわ

ずかな規模で公募しても１社だけ。おそらく予算がついていないからでは。拡充について一度検討

していただきたい。 
（青少年センター）この青少年自主活動支援事業の内容は、事業目的は人権・防災・平和・自然・

環境保護問題を学習する講習講座や体験学習、施設見学を通じて青少年の健全育成と人権意識の向

上を図るという目的で、委託している。プロポーザルを年一回開いて事業者を募集しているが、ず

っと１事業者のみとなっている。なかなか人権防災平和となると難しく、講座に人も参加しにくい。

市としても男女共同参画室などと、どういう内容であれば参加者が来るのか調整中。委託費予算額
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は５６６，０００円であるが、内容も含め、関係課と調整をして進めているという状況。 
 
【文化財振興課事業説明】 
（委員）史跡整備等に予算確保ありがとうございます。以前から言っていたように和泉黄金塚古墳、

池上曽根遺跡が市の観光拠点として誇れないような状況だったが、これでましになると思う。また、

中央公園の古墳も、やっと調査されてまともな古墳だということが検証された。今後の整備もお願

いします。 
 

【久保惣記念美術館事業説明】 
（質疑なし） 

 

【読書振興課事業説明】 
（質疑なし） 
 

【スポーツ振興課事業説明】 

資料訂正：スポーツ普及振興事業予算額について、２２，７３８円を、２１，７３８円に訂正。 

（質疑なし） 
 
 
（岩田議長）各所管事業について、合わせて何か質問等ありますか。 
（質疑なし） 
 

公の施設の使用料の見直しについて 
事務局から資料に基づき説明。 

（質疑なし） 
 
５．その他 
（スポーツ振興課）和泉市民観戦デーについて説明。７月８日に長居のキンチョウスタジアムで行

われるセレッソ大阪対柏レイソル戦、７月３０日に京セラドーム大阪で行われるオリックス・バフ

ァローズ対東北楽天イーグルス戦については、和泉市民優待価格でご案内。 

 

（生涯学習課）平成２９年度近畿地区社会教育研究大会京都大会が９月７日に開催される。参加確

認票も配付しているので、６月２８日までにご回答いただきたいが、当日対応も可能。参加費は本

課から支払うことになっているが、昼食代については個人負担となっている。 

 もう一点、封筒をお渡ししている、青少年を非行から守る市民大会についてのご案内。７月１日

にコミュニティセンターにて開催されるので、ご出席いただけるとありがたい。 

（委員）９月７日の京都大会は車を出していただけるのか。 

（生涯学習課）橋本補佐が同行させていただく。 

（委員）午後からの部会についてどうするか言わなくていいのか。 

（生涯学習課）出席者に個別連絡する予定。 

 

（岩田議長）他に何かある方。 

 

（委員）以前からお願いしているスケボーの練習場について。堺市や岸和田市はあるのに和泉市だ

けがない。以前から委員に公園等で遊んでいるのを注意していただいているが、皆どこで練習すれ

ばいいのかと文句を言われる。注意は続けてもらっているが、そういった練習場所についてどうに

かならないか考えていただきたい。 

 

（委員）ここで聞くことではないかもしれないが、人文センターを使える見通しはあるか。各学校
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でホールを使っているが、場所が変わることによって交通費も変わってくる。 

（教育長）昨年度「公の施設の総合管理計画を策定し、その中にホールのあり方を検討していくと

いうこともあり、１，２００人を超える施設のあり方について検討することになっている。議会第

２回定例会の資料の内容では、近隣の１，０００人を超える施設については、浪切ホール等ほとん

どが赤字となっていて、単独の市で１，０００人を超える施設を持つべきかどうかについて今議論

している。施設の必要性はあるが、例えば２市で協力して持つのか、広域で持つのかということも

含めて検討しなければならない。 

人文センターのホールの年間稼働率は、３６５日中３５回くらいで、そのうちの１８回が学校関

係者と教育委員会、保育園。使用理由は、堺、岸和田は遠く、使うためにはバスが必要であるとか、

事情は色々あるだろうが、その周辺以外の学校ではホールを使っていないのが実情。そのため、教

委としては、学校の催しで人文のホールを使っている場合は、違った形で支援していくことも検討

しなければならない。１，３００人規模のホールを作り、毎年何億という赤字を出しながら学校関

係者しか使っていないということになってしまう。また、各団体や市民の大部分はシティプラザの

ホールで満足しているという。なお、この議論は今始まったところなので、これから１年くらいか

けて議論していくことになる。 

 

（岩田議長）本日の議事は全て終了しました。これをもちまして本日の社会教育委員会議を終了さ

せていただきます。 

 

 

 

以上 

 

平成２９年６月２２日 

 


